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Maebashi Ikuei High School Journal

建学の精神 〜正直・純潔・無私・愛〜

特集 1〜3面 保護者会だより 4・5面 同窓会だより 6面 後援会だより 7面 トピックス 8面

・活躍するOB・OG
・挨拶
・進路／スポーツ実績

・全国大会出場決定 　
・文化部活動報告

・後援会長挨拶
・定期総会
・援助金贈呈式
・優秀前橋育英生
・コラム育英Ⅱ

・同窓会長挨拶
・私の近況報告
・親子二代同窓生
・公用車贈呈式
・2021年度同窓生の集い

・我が子を語る
・校内ICT化の推進状況
・吹奏楽部定期演奏会
・マナーアップ運動

素敵な保育士に

　私は地域の観光に興味を持っていたため、
現代コミュニケーション学科観光・ブライダ
ルコースに進学しました。短大では特に勉強
と学生会の活動に力を入れて取り組みました。
　勉強面では、地域を活性化させるための観光について研究し、
他大学と合同で開催された研究発表会に参加したことにより、観
光に対する理解を深めるとともにコミュニケーション能力も高める
ことができました。
　学生会では、会長として他の役員と協力し、全学生が充実した
大学生活を送ることができるよう行事の企画・運営を心掛けてい
ます。
　就職活動を終え、四月からは社会人となります。短大で学んだ
ことを活かし、地域に貢献できるよう努力していきたいと思います。

学生生活を振り返って
現代コミュニケーション学科2年  鏑木 菜々

（平成31年3月 普通科卒）
　私は前橋育英高校を卒業し、育英短期大
学保育学科に進学をしました。
　毎日新しいことに向き合いながら充実した
日々を送っています。学校生活では幼児向け創作ダンスサークル
に所属し、出前公演やイベントなどで子どもたちと楽しく踊れるダ
ンスを披露しています。仲間と一緒に様々なダンスを踊ることが
でき、とても楽しく過ごしています。
　今年の実習は新型コロナウイルスの影響で、異例の時期の実施
となりますが、できる限りの準備を行い、新たな学びや自信の獲得
に繋がる実習になるよう努めていきたいです。
　将来については、来年の４月から県内の認定こども園に就職す
ることが決まりました。子どもたちが毎日楽しく園生活を送れるよ
う、優しく笑顔の素敵な保育者を目指します。

保育学科2年  須藤 七海
（平成31年3月 保育科卒）

　私には箱根駅伝出場、中学校の教員になるという２つの夢があ
ります。その２つの夢を叶えるために育英大学に入学しました。
初めての寮生活や大学の授業など入学する前は様々な心配があり
ましたが、手厚いサポートをしてくれる先生方や優しい先輩方のお
かげで今では充実した大学生活を送ることができています。
　また、部活動では昨年、目標であった箱根駅伝の予選会に出場

することができました。その中で、３年の外
山結先輩が学生連合チームに選ばれ箱根駅
伝で好走しました。チームとしても少しずつ
力をつけているので、チームとして箱根駅伝
に出場できるようこれからもたくさん走り込
み、夢を叶えるために努力を続けていきたいと思います。

夢を叶えるために 教育学部教育学科スポーツ教育専攻2年  諸星 颯大
（平成31年3月 普通科卒）
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前
橋
育
英
高
等
学
校
は
１
９
６
３
年（
昭
和

38
年
）に
開
校
、今
年
で
創
立
58
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
間
２
万
５
千
名
に
お
よ
ぶ
卒
業
生
を

輩
出
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
多
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
年
の
新
入
生
は
58

期
生
に
な
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
入
学
式
も
挙
行
で
き
ず
、人
数
を
制
限

し
な
が
ら
の
授
業
開
始
も
６
月
か
ら
で
あ
り
、

入
学
し
て
か
ら
も
不
安
な
日
々
が
続
い
た
と
思

い
ま
す
。
前
橋
育
英
高
校
は
、一
人
ひ
と
り
の

個
性
を
生
か
し
能
力
を
高
め
る
教
育
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
渦
の
中
、新
入
生
、在
校

生
と
も
に
、何
か
悩
み
ご
と
の
あ
る
時
は
、学
校
、

教
職
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
校
は「
正
直
・
純
潔
・
無
私
・
愛
」の
４
つ
の

道
義
標
準
に
則
り
、常
に
国
際
的
視
野
に
立
ち
、

社
会
の
福
祉
と
世
界
の
平
和
に
寄
与
で
き
る
有

為
な
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
建
学
の
理
念

に
据
え
て
生
徒
の
能
力
・
適
性
・
進
路
に
応
じ

た
目
的
別
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
、生
徒

第
一
主
義
の
学
校
で
在
り
続
け
ま
す
。

ご
挨
拶

ご
挨
拶

中
村 

義
寛

　

前
橋
育
英
高
等
学
校
の
初
代
校
長
は
、群

馬
県
教
育
長
を
九
年
間
勤
め
た
黒
沢
得
雄
先

生
、副
校
長
は
前
橋
女
子
高
校
を
退
職
直
後
の

大
村
武
男
先
生
で
あ
っ
た
。

　

育
英
は
私
学
と
し
て
、道
徳
、学
業
、ス
ポ
ー

ツ
に
優
れ
た
学
校
を
目
指
し
、「
Ｍ
Ｒ
Ａ（
道
徳

再
武
装
運
動
／
現
在
は
Ｉ
Ｃ
に
名
称
変
更
）」

に
参
加
し
、管
理
職
三
名
が
小
田
原
の
Ｍ
Ｒ
Ａ

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
に
て
講
習
を
受
け
た
。
即
ち
、

「
正
直
、純
潔
、無
私
、愛
」と
い
う
道
徳
で
武
装

を
し
て
、世
界
か
ら
戦
争
を
無
く
し
、恒
久
的

平
和
を
果
た
そ
う
と
い
う
運
動
で
あ
る
。

　

し
か
し
、創
立
直
後
の
学
校
に
は
な
か
な
か

Ｍ
Ｒ
Ａ
の
精
神
の
浸
透
は
難
し
く
、学
校
長
は

僅
か
二
年
で
退
任
、副
校
長
が
そ
の
任
に
当

た
っ
た
が
続
か
ず
、や
む
を
得
ず
理
事
長
が
兼

務
と
な
っ
た
が
、創
立
時
代
の
経
営
は
困
難
を

極
め
て
い
た
。
教
職
員
と
理
事
会
側
と
、い
ろ
い

ろ
な
協
議
会
を
つ
く
り
話
し
合
い
の
結
果
、学

校
は
運
命
共
同
体
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、双

方
の
協
力
と
努
力
に
よ
っ
て
、苦
境
を
切
り
抜

け
た
の
で
あ
る
。

　

過
去
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、教
職
員
と
理
事

会
と
が
常
に
信
頼
し
合
い
、和
平
を
保
つ
事
が

大
切
で
あ
る
。

　

生
徒
は
い
つ
も
夢
多
き
青
少
年
達
で
あ
る
。

彼
等
の
夢
と
理
想
を
応
援
し
、二
度
と
は
来
な

い
青
春
時
代
を
謳
歌
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

人
が
形
成
す
る
社
会
に
は
、常
に
意
見
の
違

い
か
ら
争
い
が
起
こ
り
易
い
。
そ
ん
な
中
で
問

題
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、忍
耐
と
寛
容

の
精
神
で
あ
る
。
わ
が
校
の
教
育
の
根
本
を
Ｍ

Ｒ
Ａ
と
し
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

中
村 

有
三

　

今
年
度
よ
り
校
長
に
就
任
し
て
、

約
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

年
度
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、臨
時
休
校
が

二
ヶ
月
も
続
き
、六
月
よ
り
分
散

登
校
・
通
常
登
校
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
の
入
学
式
を
始
め
と
す
る

予
定
さ
れ
て
い
た
多
く
の
行
事
が

中
止
と
な
り
、今
日
に
至
っ
た
こ

と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
特
に

部
活
動
を
頑
張
っ
て
き
た
生
徒
達

に
と
っ
て
は
、各
大
会
や
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、八
月
以
降
に
代
替

大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
始
め
、

励
み
と
な
っ
て
い
る
の
が
、ひ
と

つ
の
救
い
で
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
の
生
活
は
、マ
ス
ク
着
用
・

手
洗
い
・
消
毒
と「
新
し
い
生
活
様

式
」を
意
識
し
た
も
の
と
な
り
ま

し
た
が
、今
後
の
学
校
教
育
の
あ

り
方
を
考
え
直
す
良
い
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

社
会
全
体
の
仕
組
み
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
、本
校
と

し
て
も
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、

新
た
な
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

金
子 

雅
人

　

今
年
度
よ
り
副
校
長
を
拝
命

し
ま
し
た
神
山
で
す
。
７
年
間
の

教
頭
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
て

金
子
新
校
長
を
補
佐
し
、学
校
の

発
展
の
た
め
に
少
し
で
も
尽
力
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

で
異
例
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
各
種
行
事
が
中
止
ま
た

は
延
期
に
な
る
な
ど
保
護
者
の

皆
様
、そ
し
て
生
徒
達
に
は
大
変

辛
い
思
い
を
さ
せ
て
お
り
、心
苦

し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

ま
だ
ま
だ
制
約
は
あ
る
も
の
の
、

生
徒
達
は
日
々
部
活
動
や
学
習

活
動
に
励
み
、徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
、日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ま
た
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

学
校
現
場
と
し
て
新
た
な
課
題

も
多
数
見
つ
か
り
ま
し
た
。
困

難
な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
達
の
た

め
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
関

係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
挨
拶神

山 

義
幸

　

こ
の
た
び
教
頭
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
上
原
と
申
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
、責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

今
の
私
で
は
力
が
足
ら
ず
、管
見
に
し

て
思
慮
の
及
ば
な
い
部
分
も
多
々
あ
り

ま
す
が
、努
力
を
惜
し
ま
ず
、前
橋
育

英
高
校
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。
さ
て
、今
年
は
ご
存
知
の
よ
う

に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猖
獗（
し
ょ

う
け
つ
）を
極
め
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
学

校
活
動
が
停
止
ま
た
は
停
滞
い
た
し

ま
し
た
。
４
月
・５
月
は
臨
時
休
校
で
、

生
き
生
き
と
し
た
生
徒
た
ち
に
よ
る

喧
噪
も
な
く
、私
た
ち
教
職
員
は
時
間

が
停
止
し
た
よ
う
な
音
の
な
い
校
内
を

歩
き
回
っ
て
毎
日
の
無
聊（
む
り
ょ
う
）

を
慰
め
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
い

な
い
学
校
と
い
う
も
の
は
と
て
も
寒
々

と
し
て
淋
し
い
も
の
で
し
た
。
や
は
り

学
校
の
主
役
は
生
徒
た
ち
で
あ
り
、彼

ら
の
賑
わ
い
が
な
け
れ
ば
学
校
と
は
こ

れ
ほ
ど
虚
無
の
空
間
な
も
の
か
と
痛
感

い
た
し
ま
し
た
。
通
常
登
校
が
再
開

さ
れ
た
今
、生
徒
た
ち
が
実
り
多
き
高

校
生
活
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
私
た
ち

教
職
員
は
、し
っ
か
り
生
徒
た
ち
に
寄

り
添
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

上
原 

敏
広
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進路
進路指導部より

　

例
年
で
あ
れ
ば
、当
該
年
度
の
進
路
行

事
の
報
告
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、「
進
路

の
日
」「
夏
期
校
外
進
学
合
宿
」「
１
年
大

学
見
学
」と
す
べ
て
の
行
事
が
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
進
路
に
関
す

る
情
報
等
は
今
年
度
よ
り
、「
前
橋
育
英

進
路
通
信
」を
定
期
発
行
し
て
お
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
進
路
選
択
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
回
は「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」の
取
り
組
み
に
関

し
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
文

部
科
学
省
は
〝
総
探
〞
に
お
け
る
目
標

を「
自
己
の
在
り
方
・
生
き
方
を
考
え
な

が
ら
、よ
り
よ
く
課
題
を
発
見
し
解
決
し

て
い
く
た
め
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

こ
と
」と
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
科
・

類
型
の
特
性
に
応
じ
て
、進
路
探
究
を

テ
ー
マ
と
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

○
職
業
探
究　

リ
ク
ル
ー
ト「
未
来
辞

典
」な
ど
を
利
用
し
て
、世
の
中
に
あ
る

様
々
な
職
業
を
知
り
、働
く
こ
と
の
意
義

や
ど
の
よ
う
に
社
会
貢
献
す
る
か
を
探

究
。

○
学
問
探
究　
「
夢
ナ
ビ
ラ
イ
ブ
」な
ど

を
利
用
し
て
、大
学
の
学
部
ご
と
に
異
な

る
学
習
内
容
を
調
べ
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に

発
表
を
行
い
、よ
り
よ
い
社
会
を
創
造
す

る
た
め
の
学
び
に
つ
い
て
探
究
。

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　

２
０
１
５
年
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
決
さ
れ
た「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」を

テ
ー
マ
に
世
界
で
今
起
こ
っ
て
い
る
問

題
を
知
り
、そ
の
解
決
方
法
な
ど
に
つ
い

て
探
究
。

　

主
体
的
に
考
え
る
こ
と
や
議
論
す
る

こ
と
に
戸
惑
う
生
徒
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

県高校体育大会陸上競技大会
■男子
【棒高跳】古澤一生（3年）  5m51  
※日本高校新記録
第73回群馬県高等学校対抗陸上
競技大会  主な結果（8位入賞）
■男子 
総合175点 優勝（9年連続14回目）
【100m】清水圭一郎（3年）  8位
【200m】櫻井凪人（1年）  3位

小菅永遠（3年）  4位
【400m】伊藤俊明（3年）  1位

神澤昂輝（2年）  2位
【800m】勝山康介（3年）  1位

齋藤碧（2年）  8位
【1500m】入沢世良（3年）  5位

矢守峻脩（3年）  8位
【5000m】森川凜太郎（3年）  7位
【100mH】金井貴哉（2年）  5位
【400mH】足尾遼（3年）  1位

松丸健太朗（1年）  5位
【3000m障害】堀越翔人（3年）  3位
【4×100mR】小菅永遠（3年）・清水圭一郎（3年）
・足尾遼（3年）・伊藤俊明（3年）  3位
【4×400mR】神澤昂輝（2年）・勝山康介（3年）・
足尾遼（3年）・伊藤俊明（3年）  1位   ※大会新
【走高跳】松橋岳（3年）  4位
【棒高跳】古澤一生（3年）  1位

柄澤智哉（3年）  3位
【走幅跳】松橋岳（3年）  2位

佐藤樹（3年）  3位
【三段跳】佐藤樹（3年）  1位

永岡玖規（3年）  4位
【砲丸投】田中想大（3年）  1位

吉田光杜（1年）  6位
【円盤投】田中想大（3年）  1位

室井健吾（2年）  6位
【ハンマー投】田中想大（3年）  1位

金古絆（2年）  2位
【やり投】星野新之介（2年）  1位

須藤勇大（2年）  3位

■女子  総合25.5点 11位
【ハンマー投】⻆田あゆみ（3年）  1位

群馬県高等学校新人水泳競技大会
■男子 
【50m平泳ぎ】朝比奈倫寛（2年）  1位
【100m平泳ぎ】朝比奈倫寛（2年）  1位
【200m背泳ぎ】羽鳥雄大（2年）  3位
【400m自由形】樺澤冬磨（2年）  3位
【400m個人メドレー】川野陽己（2年）  1位

樺澤冬磨（2年）  2位
【200mメドレーR】羽鳥・朝比奈・武・樺澤  1位
【200mフリーR】武・羽鳥・川野・朝比奈  1位
【400mフリーR】武・猪野・羽鳥・樺澤  2位
■女子
【50m平泳ぎ】井野凪紗（2年）  1位
【100m平泳ぎ】井野凪紗（2年）  3位
【200m自由形】荒谷桃花（1年）  1位
【400m自由形】荒谷桃花（1年）  1位

下田莉未（3年）  2位
【やり投】近藤千夏（2年）  3位

⻆田あゆみ（3年）  5位
全国高校リモート陸上選手権
【男子棒高跳】古澤一生（3年）  1位
全国高等学校陸上競技大会2020
■男子
【400m】伊藤俊明（3年）  1位
【ハンマー投】田中想大（3年）  15位
【棒高跳】古澤一生（3年）  2位

手島遼太（2年）  6位
柄澤智哉（3年）  7位

【やり投】星野新之介（2年）  9位
第55回群馬県高等学校総合体育大会
駅伝競走の部
■男子  2位　■女子  7位

女子硬式テニス新人戦
【シングルス】楠本奈 （々1-14） 準優勝

北爪優日（1-1）  3位
【ダブルス】
  松本多恵（1-14）・北爪優日（1-1）  準優勝
  町田瑠衣（2-13）・楠本奈 （々1-14）  3位
  村田莉奈（1-2）・杉本夏菜（1-13）  3位
県高等学校新人テニス大会全国選抜高
校テニス大会関東地区大会群馬県予選
団体戦 優勝

■女子
全国高校通信記録会
【55kg級】原志歩（3年）  優勝
トータル166kg（スナッチ75kg、ジャーク91kg）

ウインターカップ2020  県予選会
優勝（11年連続15回目）

群馬県高等学校ボクシング新人大会
■女子演技
小川 萌（1年）  優勝
三田葵唯（1年）  3位

第68回群馬県高等学校新人柔道大会
■女子  優勝　■男子  3位

陸上競技部 女子テニス部

ウエイトリフティング部

柔道部

男子バスケットボール部

水泳部

ボクシング部

第99回全国高等学校サッカー
選手権大会群馬県大会
3回戦敗退

第36回群馬県女子サッカー選手権
大会（兼）第42回関東女子サッカー
選手権大会 群馬県予選  準優勝
第29回群馬県高等学校女子
サッカー選手権大会
優勝（8年連続10回目）

第29回関東高等学校女子サッカー選手
権大会 兼 第29回全日本高等学校女子
サッカー選手権大会 関東予選  3位

女子サッカー部

2020年群馬県高等学校
野球大会  準決勝敗退
第73回秋季関東地区
高等学校野球大会  県予選
準々決勝敗退

硬式野球部

男子サッカー部

　

ぴ
か
ぴ
か
ク
リ
ー
ン
活
動
は
、

学
校
内
は
勿
論
の
事
、日
頃
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
朝
日
が
丘

町
を
更
に
綺
麗
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
整
備
委
員
と
担
当

教
員
を
中
心
に
毎
年
行
っ
て
い

る
行
事
で
す
。
学
年
に
分
か
れ

て
、校
内
及
び
学
校
周
辺
の
道

路
や
公
園
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
す
。
生
徒
達
は
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
活

動
後
に
感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、

「
隠
れ
た
場
所
や
隅
に
ゴ
ミ
が
あ

り
、清
掃
に
よ
っ
て
綺
麗
に
す
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
良
か
っ

た
。」「
普
段
か
ら
自
分
自
身
も

公
共
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
た
ら
拾
お
う
と
思
っ

た
。」「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
楽
し

い
活
動
だ
っ
た
。」等
前
向
き
な

意
見
が
沢
山
出
て
き
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て
、生
徒
達
の
公

共
心
や
美
化
意
識
を
育
み
、高

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
路
指
導
部
主
任 

渡
辺 

貴
弘
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一
生
は
い
つ
も
順
風
満
帆
で

な
に
不
自
由
な
く
過
ご
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
方
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、小
学
６
年
生

の
時
に
右
肘
を
脱
臼
骨
折
し
、

大
好
き
な
棒
高
跳
び
が
出
来
な

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

危
機
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

絶
対
に
棒
高
跳
び
を
続
け
る
と

い
う
強
固
な
意
思
を
持
ち
、苦

し
い
リ
ハ
ビ
リ
を
乗
り
越
え
、

奇
跡
的
に
回
復
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
棒
高
跳
び
に
真
正

面
か
ら
取
り
組
み
、大
怪
我
か

ら
約
２
年
後
、全
国
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
で
優
勝
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
生
は
そ
の
結
果
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、１
セ
ン
チ
で
も
高

く
跳
び
た
い
と
願
い
、実
現
さ

せ
る
べ
く
毎
日
努
力
し
て
い
ま

し
た
。
一
生
が
好
記
録
を
出
し

続
け
ら
れ
る
の
は
、「
毎
日
の

努
力
」と「
明
確
な
目
標
」に
あ

り
ま
す
。
努
力
を
す
れ
ば
自
信

が
つ
き
、精
神
的
に
も
強
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
先
生
や
監
督
等
に
感

謝
し
、何
で
も
素
直
に
吸
収
す

る
の
も
重
要
で
す
。『
天
狗
に

な
ら
ず
、一
歩
一
歩
着
実
に
歩

ん
で
ゆ
き
、日
々
感
謝
を
忘
れ

な
い
』が
肝
心
と
思
い
ま
す
。

古
澤
　
滋

カ
ズ
キ

（
一
生
）

陸
上
部
保
護
者（
生
徒
名
）

野
球
部
保
護
者（
生
徒
名
）

サ
ッ
カ
ー
部
保
護
者（
生
徒
名
）

　

我
が
子
が
育
英
に
入
学
し
夢

を
沢
山
持
っ
て
始
め
た
高
校
野

球
。
つ
い
最
近
の
様
に
感
じ
ま

す
。
自
分
達
の
最
後
は
甲
子
園

で
終
わ
れ
る
事
を
ず
っ
と
心
に

思
い
毎
日
の
練
習
を
し
て
き
た

事
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、今

年
に
入
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
で
夏
の
甲
子
園
へ
の

チ
ャ
ン
ス
を
失
い
、子
供
達
の

気
持
ち
を
思
う
と
、親
が
思
っ

て
い
る
以
上
に
残
念
な
気
持
ち

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
我
武
者

羅
に
み
ん
な
の
気
持
ち
を
１
つ

に
、今
ま
で
の
集
大
成
を
発
揮

す
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
、言
葉
に
は
出
来
な

い
思
い
だ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

で
も
子
供
達
は
強
か
っ
た
。

色
々
な
人
達
の
お
蔭
で
開
催
さ

れ
た
代
替
大
会
で
は
最
後
の
最

後
ま
で
諦
め
ず
、み
ん
な
の
記

憶
に
残
る
試
合
が
出
来
ま
し
た
。

親
の
私
か
ら
見
て
も
胸
が
熱
く

な
る
試
合
で
し
た
。
最
後
の
夏

に
甲
子
園
に
は
行
け
な
か
っ
た

け
れ
ど
、子
供
達
の
成
長
が
嬉

し
く
思
え
た
最
後
の
夏
で
し
た
。

監
督
さ
ん
始
め
、ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
に
も
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

須
永
　
稔

（
武
志
）

　

育
英
高
校
で
の
３
年
間
は
本

人
に
と
っ
て
も
内
容
の
濃
い
時

間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
志

を
同
じ
く
し
た
仲
間
と
の
出
会

い
、そ
こ
で
の
協
力
、ま
た
ぶ

つ
か
り
合
い
。
そ
れ
ら
を
経
験

し
た
事
で
人
間
性
が
磨
か
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー

争
い
や
ケ
ガ
、そ
れ
ら
に
直
面

し
て
一
喜
一
憂
し
な
い
事
の
大

切
さ
を
身
に
付
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
本

人
だ
け
で
は
な
く
親
で
あ
る
私

達
も
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
事

で
す
。

　

高
校
で
の
時
間
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
が
、楽
し
み
、

や
り
切
る
事
で
次
の
ス
テ
ッ
プ

へ
の
ス
タ
ー
ト
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

  

新
井 

義
二

（
悠
太
）

事
務
長　

武
田 

雅
彦

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
、全
国
の
学
校
が
長
期
の
臨

時
休
業
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ

れ
、学
習
継
続
の
た
め
に
は
リ

モ
ー
ト
授
業
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
数
年
前
か
ら
保
護

者
の
皆
様
と
の
連
絡
に
は
オ
ク
レ

ン
ジ
ャ
ー
一
斉
メ
ー
ル
を
導
入
し

て
お
り
、学
習
面
で
は
ス
マ
ホ
を

使
っ
た
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
授
業
動
画
配
信

も
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

緊
急
時
だ
け
で
は
な
く
、通

常
の
授
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

本
校
で
は
更
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
９
月
に
は
、選

択
室
Ⅰ
に
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
45
台
導

入
し
、授
業
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
11
月
に
は
全

館
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
工
事
が
完
了
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授

業
が
全
て
の
教
室
で
実
施
で
き

る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
更
に

今
年
度
中
に
は
各
教
室
に
大
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
３
年
度
か
ら
は
、

新
入
生
全
員
に
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を

購
入
し
て
い
た
だ
き
、授
業
と
自

宅
学
習
で
の
活
用
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
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今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
を
実
施
す

る
事
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

が
、先
生
方
の
ご
指
導
や
地
域

の
皆
様
方
の
ご
支
援
、ご
協
力

を
頂
き
多
く
の
目
で
子
供
達

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
事
や
生
徒
自
身
の
心
得
に

よ
り
大
き
な
事
故
も
な
く
学

生
生
活
を
送
る
事
が
で
き
て

お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
互
い
に
言
葉
を
掛

け
合
っ
て
、安
全
と
マ
ナ
ー
を

皆
で
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生
徒
指
導
委
員
長　

橋
本 

雅
美

吹
奏
楽
部
顧
問  
深
澤 
準
一

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
や
野
球
応
援
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
で

中
止
と
な
る
中
、定
期
演
奏
会

だ
け
は
成
功
さ
せ
よ
う
と
、部

員
た
ち
は
例
年
以
上
に
試
行

錯
誤
を
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、感
染
予
防
の
た
め
日
々

の
練
習
に
も
多
く
の
制
限
が

か
か
り
、決
し
て
十
分
な
準
備

が
で
き
た
と
は
言
え
な
い
ま

ま
、演
奏
会
当
日
を
迎
え
ま
し

た
。

　

当
日
は
コ
ロ
ナ
対
策
や
台

風
接
近
の
た
め
に
、来
場
者
は

例
年
の
４
分
の
１
程
度
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、そ
の
よ
う
な
中
で
も
部

員
た
ち
は
演
奏
会
を
開
催
で

き
た
こ
と
の
喜
び
や
感
謝
の

気
持
ち
を
一
つ
一
つ
の
音
に

込
め
、感
動
的
で
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
前
橋
育
英
吹

奏
楽
部
ら
し
い
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
分
、こ
の
演
奏
会
に

か
け
る
一
人
ひ
と
り
の
思
い

は
例
年
以
上
に
強
い
も
の
で

あ
っ
た
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
演
奏
会
開
催
に
は
、

ダ
ン
ス
部
や
放
送
無
線
部
、生

徒
会
総
務
や
写
真
部
な
ど
、多

く
の
生
徒
た
ち
の
協
力
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
部
員
た
ち

を
日
頃
か
ら
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様
や
学

校
関
係
者
に
も
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
前
橋
育
英
吹
奏
楽

部
は
、音
楽
監
督
の
山
本
佳
弘

先
生
が
作
曲
し
た「
輝
け
未

来
」と
い
う
曲
の
よ
う
に
、希

望
を
持
っ
て
活
動
を
し
て
参

り
ま
す
。

第
47
回

 

定
期
演
奏
会
を
終
え
て

吹
奏
楽
部
部
長
　
　
　
　

櫻
井 

里
央
奈

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
コ
ン
ク
ー

ル
や
依
頼
演
奏
、野
球
応
援
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

何
と
か
定
期
演
奏
会
は
や
り

た
い
と
思
い
部
員
の
心
を
一

つ
に
日
々
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

例
年
の
定
期
演
奏
会
で
は

多
く
の
方
々
に
ホ
ー
ル
ま
で

足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、今
年
度
は
対
象
を

保
護
者
の
方
々
に
し
ぼ
り
、そ

れ
以
外
の
方
々
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
通
し
て

見
て
い
た
だ
く
か
た
ち
と
し

ま
し
た
。
今
ま
で
私
た
ち
の

演
奏
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

配
信
し
た
経
験
は
な
か
っ
た

の
で
、と
て
も
不
安
で
し
た
。

し
か
し
、そ
の
不
安
に
ま
け
な

い
く
ら
い
、私
た
ち
は
練
習
に

真
摯
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

当
日
、幕
が
あ
が
る
と
こ
れ

ま
で
の
３
年
間
で
は
見
た
こ

と
な
い
く
ら
い
に
人
数
が
少

な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
を
目

に
し
た
私
は
大
勢
の
観
客
の

前
で
演
奏
が
で
き
て
い
た
時

を
思
い
出
し
、少
し
物
悲
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、目
に
は
見
え
な
く
て
も

演
奏
を
見
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
皆
様
の
こ
と
を
思
い
出
す

と
不
思
議
と
不
安
が
無
く
な

り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
応
援
な
く
し
て
成

功
は
有
り
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第
47
回

 

定
期
演
奏
会
を
終
え
て
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前
橋
育
英
高
等
学
校
同
窓
会
員
の

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
格
段
の
ご
配
慮
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
会
も
現
在
２
万
５

千
を
超
す
会
員
数
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

国
内
外
で
猛
威
を
奮
い
、学
校
や
職

場
は
休
校
や
時
差
出
勤
等
で
対
策
を

と
り
、全
て
の
諸
行
事
が
変
更
に
な

り
、先
行
き
不
透
明
の
中
で
学
校
は

新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
と
し
て
検
温
や
消
毒
、う
が

い
や
手
洗
い
励
行
、マ
ス
ク
着
用
、換

気
の
徹
底
、共
用
部
分
の
消
毒…

な

ど
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
来
年
に
延

期
と
な
り
、高
校
生
の
祭
典
、イ
ン

タ
ー
ハ
イ
や
各
種
大
会
も
中
止
、選

抜（
セ
ン
バ
ツ
）や
夏
の
甲
子
園
大
会

も
中
止
の
発
表
が
あ
り
、高
校
生
に

と
っ
て
強
烈
な
衝
撃
と
な
り
ま
し
た
。

目
標
と
し
て
い
た
大
会
が
な
く
な
り

ま
し
た
が
、種
目
に
よ
っ
て
は
交
流
大

会
が
始
ま
り
希
望
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
全
国
高
校
選
手

権
大
会（
セ
ン
バ
ツ
）な
ど
本
県
で
開

催
予
定
の
種
目
も
あ
り
ま
し
た
。
全

国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
は
群
馬

ア
リ
ー
ナ
で
の
開
催
で
本
校
よ
り
団

体
戦
、個
人
戦
に
出
場
が
決
定
し
て

い
ま
し
た
が
、誠
に
残
念
で
言
葉
で
は

言
え
な
い
辛
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
高
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大

会
で
は
古
澤
一
生
君
が
棒
高
跳
で
５

ｍ
51
を
跳
び
日
本
高
校
新
記
録
を
塗

り
替
え
ま
し
た
。
ま
た
４×

４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
で
も
大
会
新
記
録
で
優
勝
。

育
英
の
底
力
を
み
せ
ま
し
た
。

　

高
校
ス
ポ
ー
ツ
界
の
雄
と
し
て
野
球

部
・
サ
ッ
カ
ー
部
を
始
め
、そ
の
他
の
運

動
部
に
お
い
て
も
全
国
制
覇
を
達
成

出
来
る
高
校
と
な
り
、そ
し
て
卒
業

後
の
進
路
に
つ
い
て
も
国
公
立
や
有
名

私
大
の
進
学
実
績
、育
英
短
大
と
の

連
携
に
よ
る
幼
児
教
育
者
の
育
成
な

ど
本
校
の
特
色
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

互
い
に
信
頼
し
、助
け
合
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
自
分
も
世
の
中
の
人
も

共
に
栄
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

「
自
他
共
栄
」の
精
神
を
皆
が
実
践

し
、人
間
形
成
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
長 

新
井 
信
雄

（
第
３
期
生
・
昭
和
43
年
卒
）

（同窓会総会・講演会・懇親会）

2021年7月3日（土）
午後5時より

日 時

ホテルラシーネ新前橋
前橋市古市町1-35-1

場 所

卒業生ならどなたでもご参加OKです!!
お気軽にご参加下さい♪

詳細については後日同窓会HPまたは
Facebookにてお知らせします。

http://www.mikuei-dousoukai.com/

（
第
35
期
生
・
平
成
12
年
卒
）

松
下 

裕
樹

第
二
の
人
生

残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、応

援
し
て
い
た
だ
き
、20
年
間
選
手

と
し
て
プ
レ
ー
し
て
、昨
年
引
退

し
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
、前
橋
育
英

高
校
の
事
務
職
員
と
し
て
働
き
、

放
課
後
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ

と
し
て
生
徒
の
指
導
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
事
務
で
は
、自
分
が
生

徒
の
時
に
指
導
を
受
け
た
先
生

方
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
当
時
の

記
憶
が
蘇
り
ま
す
。
ま
た
、部
活

動
で
は
自
分
が
プ
レ
ー
す
る
の
で

は
な
く
、サ
ッ
カ
ー
を
指
導
す
る

こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
夢
を
持
っ
て
前
橋
育
英
高

校
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
し
て
き
た

生
徒
た
ち
が
少
し
で
も
そ
の
夢
に

近
づ
け
る
よ
う
、人
と
し
て
も
成

長
で
き
る
よ
う
指
導
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

何
事
に
も
謙
虚
に
、感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、第
二

の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
、前
橋
育

英
高
校
の
更
な
る
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、そ
し
て
サ
ッ
カ
ー
部

が
地
域
の
方
々
に
応
援
さ
れ
る

チ
ー
ム
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

去
る
十
二
月
十
一
日
、新
井
会
長
・
本
校

管
理
職
の
同
席
の
も
と
、同
窓
会
か
ら
高

校
へ
ワ
ゴ
ン
車
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
部
活
動
が
大
幅
に

制
限
さ
れ
、ほ
と
ん
ど
の
大
会
や
練
習
会
な

ど
が
中
止
や
延
期
と
な
り
、大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、同
窓

会
か
ら
学
校
へ
激
励
の
意
味
を
込
め
て
ワ
ゴ

ン
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
車
両
は
、自
動
ブ
レ
ー

キ
や
車
線
逸
脱
警
報
な
ど
最
新
の
安
全
装
備
を
備
え
た
十
人
乗
り
の

ワ
ゴ
ン
車
で
、今
後
は
校
外
で
の
部
活
動
に
お
け
る
生
徒
の
移
動
な
ど

に
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、同
窓
会
の
皆
様
よ
り
こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
ワ
ゴ
ン
車
を

寄
贈
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

前
橋
育
英
高
校
で
学
び
、夢
で

あ
っ
た
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

選
手
と
し
て
大
き
な
結
果
を

来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
３
年
間
担
任
で
あ
っ
た
先

生
が
サ
ッ
カ
ー
部
の
総
監
督
を
し

て
お
り
、親
子
２
代
に
渡
り
素
晴

ら
し
い
ご
縁
に
触
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
当
時
私
は
、国

立
の
舞
台
を
夢
み
て
厳
し
い
練
習

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
約
30
年
が
経
過
し

男
子
部
は
悲
願
で
あ
っ
た
冬
の
選

手
権
大
会
全
国
制
覇
、女
子
部

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全
国
３
位
と
輝

か
し
い
成
績
を
上
げ
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
は

選
手
の
努
力
、先
生
方
の
御
指
導
、

保
護
者
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
御
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
遂
げ
ら

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
３
年
間
の
集
大
成
高

校
選
手
権
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
て
を
ぶ
つ
け
て
悔
い
無
く
戦
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
卒
業
し
た
同
校

へ
娘
が
入
学
し
て
２
年
が
経
過
し

ま
す
。
娘
は
小
２
か
ら
続
け
て

き
た
サ
ッ
カ
ー
を
強
豪
校
で
続
け

た
い
と
の
思
い
か
ら
、前
育
へ
の
進

学
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
先
生
方
の
熱
い
御
指

導
や
厳
し
い
練
習
の
積
み
重
ね
に

よ
り
、中
心
選
手
と
し
て
活
躍
出

関
口
　
仁

 

（
第
24
期
生
・
平
成
元
年
卒
）

 

さ
く
ら（
普
通
科
３
年
）

事
務
長 

武
田 

雅
彦
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学
校
後
援
会
援
助
金
贈
呈
式

　

日
頃
は
、前
橋
育
英
高
校
の

ク
ラ
ブ
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協

力
、ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、去
る
８
月
７
日
に
は
、

学
校
後
援
会
ク
ラ
ブ
活
動
援

助
金
を
、寺
島
後
援
会
副
会
長

か
ら
激
励
と
と
も
に
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。
重
ね
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
度
の
ク
ラ
ブ
活

動
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
と
と
も
に
あ

り
ま
す
。
長
引
く
活
動
自
粛
、

活
動
再
開
後
も
少
な
か
ら
ず

制
限
を
受
け
て
い
ま
す
。
先

行
き
の
見
通
し
が
き
か
な
い

こ
と
か
ら
、時
に
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
ら
ず
、時
に
は

悔
し
涙
を
流
す
、厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
状
を
嘆
い
て
い
て
も
何
も

始
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ「
で
き
る
こ
と
を

全
力
で
」、元
気
に
根
気
強
く

「
続
け
る
」こ
と
が
大
事
だ
と

痛
感
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
少

し
先
の
未
来
を
明
る
い
も
の

に
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、皆
様
方
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、生
徒
・
指
導

者
が
一
丸
と
な
っ
て
日
々
の

活
動
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

硬
式
野
球
部  

中
沢 

洋
一

コ
ラ
ム
育
英
Ⅱ

　

二
〇
一
九
年
十
二
月
に
中
国

の
武
漢
市
か
ら
始
ま
っ
た
世
界

的
危
機
と
も
い
え
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
今
で
も

拡
大
し
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
三
千
万
人
を
超
え
日

本
で
も
二
万
六
千
人
以
上
と
な

り
ま
だ
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
楽
し
み
で
待
ち
遠

し
か
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
延
期
と
な
り
開
催
も
危
う
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
生

活
で
は
、感
染
拡
大
防
止
対
策

と
し
て
営
業
や
外
出
の
自
粛
な

ど
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

混
乱
を
招
き
ま
し
た
。
そ
の
中

こ
の
困
難
に
立
ち
向
か
う
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
見
ら
れ
る

の
が
在
宅
勤
務
、テ
レ
ワ
ー
ク
、

新
型
ワ
ク
チ
ン
開
発
な
ど
と

様
々
な
分
野
で
コ
ロ
ナ
禍
に
負

け
な
い
姿
勢
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
困
難
の
中
心
に
い
る

医
療
従
事
者
の
方
々
に
は
感
謝

と
心
か
ら「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
伝
え
た
い
で
す
。

（
Ｏ
記
）

新
型
コ
ロ
ナ

 

ウ
イ
ル
ス

後
援
会
長  

福
島 
英
人

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
動
い
て
い
ま
す
。
振
り

返
れ
ば
25
年
前
の
阪
神
淡
路
大

震
災
、９
年
前
の
東
日
本
大
震

災
、近
年
の
台
風
・
豪
雨
被
害
、

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

代
表
と
す
る
様
々
な
伝
染
病
の

蔓
延
で
す
。
百
年
に
一
度
と
言

わ
れ
る
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
、未
来
へ
の
展
望
が

見
え
に
く
く
、日
常
や
幸
せ
に
対

す
る
価
値
観
が
変
わ
り
始
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
一
連
の
災
害
は
、私
た

ち
に
、人
間
の
幸
せ
と
は
何
か
と

問
い
か
け
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

朝
目
覚
め
て
一
日
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
る
、朝
食
を
食
べ
て
学

校
・
職
場
に
通
え
る
。
好
き
な

部
活
動
が
で
き
る
。
良
い
環
境

の
中
で
学
習
が
で
き
る
。
夕
刻

家
族
が
帰
宅
し
、夕
食
を
食
べ

ら
れ
る
。
布
団
の
中
で
眠
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
普
通
の

一
日
を
、普
通
に
過
ご
せ
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　

今「
新
し
い
日
常
」が
始
ま
り
、

人
と
人
が
直
接
会
わ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、会
う
こ
と
に
よ
り
相

手
の
表
情
や
声
・
仕
草
か
ら
そ
の

心
情
を
理
解
し
、気
持
ち
を
伝
え

合
う
中
で
、特
に
感
謝
の
気
持
ち

を
直
接
伝
え
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
次
世

代
を
担
う
子
供
た
ち
は
国
の
宝

で
す
。
そ
の
子
供
た
ち
が
社
会
へ

巣
立
つ
と
き
、感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
生
活
・
社
会

環
境
を
よ
り
良
く
創
造
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

後
援
会
の
目
的
は
、建
学
の
精

神
で
あ
る『
正
直
・
純
潔
・
無
私
・

愛
』を
基
盤
と
し
て
、社
会
に
求

め
ら
れ
る
卒
業
生
を
送
り
出
し
、

併
せ
て
育
英
高
校
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

本
校
で
学
ぶ
生
徒
が
、他
人
を
思

い
や
り
、そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち

を
素
直
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
人
に
な
れ
る
よ
う
、後
援
会
と

し
て
側
面
か
ら
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
世
界
中
を
混
乱
に

巻
き
込
ん
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
後
援
会
定

期
総
会
は
書
面
総
会
に
よ
っ
て
の

承
認
で
成
立
い
た
し
ま
し
た
。
本

来
な
ら
ば
会
場
を
設
定
し
て
総
会

を
行
い
、そ
の
後
懇
親
会
と
い
う

流
れ
で
親
睦
を
深
め
る
よ
い
機
会

で
あ
り
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
歴

代
の
皆
様
と
お
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
な
く
後
援
会
定
期
総
会
は
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
我
々

後
援
会
会
員
は
前
橋
育
英
高
校

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
今
後

も
協
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
一
日
も

早
く
終
息
し
学
校
行
事
が
再
開

す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
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吟
詠
剣
詩
舞
部
門　

参
加

今
年
度
の「
優
秀
前
橋
育
英
生
」は
、次
の
生
徒
達
に
贈
ら
れ
ま
す
。

表
彰
式
は
12
月
23
日
終
業
式
後
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
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彩
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恵

遠
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邦
男
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記

　

足
早
に
秋
も
過
ぎ
さ
り
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
季
節
が
到
来
し

ま
し
た
。
三
年
生
に
と
っ
て
は
、

高
校
生
活
も
残
り
数
ヶ
月
と
な

り
ま
し
た
。
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ

で
充
実
し
た
時
間
を
、そ
れ
ぞ

れ
過
ご
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
、た
く
ま
し
く

成
長
し
て
いっ
て
下
さ
い
。

　

新
役
員
が
加
わ
り
、初
め
て

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
委
員  

席
　
秀
紅

ウインターカップ2020
第73回全国高等学校バスケットボール選手権大会

2020/12/23（水）～ 29（火）　東京体育館
第29回全日本高等学校女子サッカー選手権大会
2021/1/3（日）～ 10（日）　ノエビアスタジアム神戸ほか

　この度は、皆様方の応援のおかげで、関東大会第3位となり、7年
連続全国大会に出場することが出来ました。この場をお借りして心
から感謝申し上げます。
　関東大会では、一戦一戦苦しい闘いが続きました。チームは、試
合を重ねる度に強く逞しく成長していきました。
　全国大会に向けて、新たな歴史を刻めるよう精進していきたいと
思います。これからも応援宜しくお願い致します。

　この度、沢山の皆様方の応援のおかげで11年連続15度目の優勝
でウインターカップ出場を決めることが出来ました。本当にありが
とうございます。
　今年はコロナ禍の中、思うような練習、試合が出来ない中ではあり
ましたが選手が日頃の練習でバスケットボールに真摯に向き合い、
学年を関係なく良くコミュニケーション取りながらやってきた成果だ
と思います。ウインターカップではチーム一丸となって勝利を目指
し頑張りたいと思いますので応援よろしくお願い致します。

監督  大手 真智子
第29回全日本高校女子サッカー選手権大会出場 監督  加賀谷 寿ウインターカップ2020出場

監督  山田 耕介

群馬県高校放送コンクール代替選考会
優秀賞受賞

第44回 全国高等学校総合文化祭
2020こうち総文

　11月7日（土）伊勢崎市総合文化センターにて、第
17回群馬県高校放送コンクール代替選考会が開催
され、朗読部門で放送無線部の村上龍馬君（2年8
組）が優秀賞に輝き、令和3年度全国総合文化祭（わ
かやま総文）への出場が決まりました。また、アナウ
ンス部門では星野珠季さん（2年1組）が優良賞に選
ばれ、関東大会出場資格（その後中止が決定）を得る
ことが出来ました。

　「第44回全国高等学校総合文化
祭 2020こうち総文」は2020年7月
31日（金）～ 8月6日（木）まで高知
県で開催予定でした。前橋育英高
等学校ボランティア部では、群馬県
の代表としてボランティア部3年稲
垣美咲さんが参加予定でした。高
知県でのフィールドワークや全国
の生徒達と様々な交流が出来るこ
とを楽しみにしてきました。しか
し、新型コロナウイルスの影響によ
り現地での開催が困難となりまし
た。参加予定だった生徒をはじめとして、数年間かけて
準備をしてきてくれた生徒実行委員や先生方の心情を考
えると本当に残念で仕方ありませんでした。その代わり
として学校間の交流が出来るように「WEB SOUBUN」とい
う形で実施することとなりました。WEB上ではありまし
たが、各学校の取り組みをお互い学び合うことが出来、大
変勉強になりました。この学びを大切にし、今後の活動
に繋げることが出来たらと考えています。

第99回全国高等学校サッカー選手権群馬大会

　７年連続24回目の優勝を目指して、今年度もチーム一丸となって臨んだ大会
でありましたが、３回戦桐生第一に２対３で敗れてしまいました。皆様方の期待
に応えることができなく誠に申し訳ありませんでした。生徒達のプレッシャーは
計り知れないものがあったと思います。常に勝ち続けることは本当に難しく負け
る時が必ずきます。この敗戦を心に刻み、今後の人生に生かしてくれればと思い
ます。今後大学サッカーで、プロサッカーで、さまざまな形で続けていくと思い
ますが、これからが本当の出発だと思います。今後の活躍を期待します。
　最後に、これからも前育サッカーがんばりますので応援よろしくお願いします。


